
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

過去
か こ

災害
さいがい

に学
まな

ぶ 

～経験を無駄にしない～ 

《加茂小校区の特徴・概要》 

校区範囲は加茂 1～6丁目・南花屋敷 1～4丁目。川西市の中で

も加茂小コミのある南部地域は比較的平坦な平野部であるが、伊

丹洪積台地の一部となっており台地の上は標高 40ｍ前後、大阪梅

田方面まで望むことができる。崖・急傾斜地を挟んで下側は標高

20m 程度（校区内に 5 か所の土砂災害警戒区域あり）。猪名川の

支流である最明寺川（天井川）と寺畑前川が台地に沿って直角に

カーブしている。JR 宝塚線も同じように宝塚方面から尼崎へ向

けて南北にカーブしている部分にあたる。校区南境には中国縦貫

道・国道 176号バイパスが東西に走り、伊丹空港へも程近く飛行

機騒音の影響がある土地柄である。早生桃やいちじくの産地であ

り校区内には田畑が多く残る部分と住宅街となっている。一部工

場が点在する。自然の崖を利用した弥生時代の環濠集落の加茂遺

跡がある。 

 

 

 

阪神淡路大震災 

南部処理センター煙突  

平成 7 年 1 月 17 日午前 5 時 46 分、淡路島

北部を震源とするマグニチュード 7.3、最大震

度 7を記録した阪神淡路大震災（死者・行方不

明者 6,400 人以上・家屋全半壊約 25 万棟）は

川西市でも大きな被害（死者 4名・負傷者 551

名・家屋全半壊 3,282棟）をもたらし、当コミ

ュニティ内でも様々な被害が発生した。家屋被

害は川西市南部に集中、ガス漏れによる避難勧

告が出され、断水・停電・道路損壊、各電鉄の

全面運休などライフラインに大きな被害がで

た。旧加茂小学校は避難所となり、川西南中学

校第 2グラウンドには仮設住宅が建設された。 

南花屋敷 4丁目（1月 30日） 

最明寺大橋付近（南花屋敷 3・4丁目 1月 17日） 

川西市南部の家屋被害状況 

校
区
範
囲 

傾いた電柱（南花屋敷 1丁目 1月 17日） 南花屋敷 1丁目（1月 17日） 水道配水管（加茂 3号橋 1月 17日） 

私たちの加茂小校区（コミュニティ範囲と同じ）。 

過去には阪神淡路大震災、寺畑前川・最明寺川の氾濫による被害がありました。 

出典：阪神淡路大震災 川西市の記録―私たちは忘れないー 平成 9年 3月 川西市発行 

加茂 

南花屋敷 

加茂小 文 

最明寺川 

寺畑前川 

合流部 
猪
名
川 

現在の校区範囲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

川西市立加茂小学校創立 30周年記念誌（平成 7年発行）より 

エピソード 1「避難所があふれる」 

旧加茂小だけでなく共同利用施設も避難所とな

ったが、震災直後しばらくの間はたくさんの避

難の方であふれ市の職員さんは廊下で寝ていた

ということも聞く。公助はなかなか届かない。コ

ロナ禍の今、避難所定員は半分に… 

エピソード 2「困ったときはお互いさま」 

中々ガスが復旧しない地域があり、先に開通し

たおうちの方が銭湯のように自宅のお風呂を解

放されたとの話も聞く。いざという時のご近所

のチカラ。 

エピソード 3「助けるほうも初めての体験」 

住宅が多く損壊し南花屋敷ではガス漏れ・生き

埋めという厳しい状況もあった。消防が駆けつ

けた 1 階部分押しつぶされてしまった家。中に

いた方は冷蔵庫が倒れてできた空間と、たんす

の扉が壊れて内側に開いたためできた空間で奇

跡的に助かったと。（milife 2018.1月号より） 

いつ来るかわからないその時のために何か一つでも

「今」から始めよう。 

いつ来るかわからない 南海トラフ地震 

2021年 1月 1日時点で、今後 30年の間にM9クラ

スの南海トラフ巨大地震が起こる可能性は 70～80％

程度。川西市南部地域は震度 6弱の強い揺れに見舞わ

れる可能性がある。 

平成 26 年の兵庫県の試算によると県内の被害は全

壊建物約 3万 8,500棟、死者約 2万 9,000人。市内で

は全壊建物約 390棟、死者約 24人、避難者数約 1,000

人と想定されている（季節時間帯により異なる）。 

左図のように南部のほうが揺れが強く人口も密集

していることから、被害は南部に集中し校区内では市

内の約三分の一程度の被害が想定される。 

建物被害・道路損壊・断水・停電・ガス停止・通信

網の停止・土砂災害等物的被害ライフラインへの打

撃、死者・負傷者…様々なことにどう対応していくの

か。我がこととして考える必要がある。 

兵庫県資料：南海トラフ巨大地震津波被害想定 平成 26年 6月 

 

川西市の予想震度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

内水氾濫にもご注意！ 

近年のゲリラ豪雨などで雨水の

排水能力が追い付かずに浸水す

るタイプの内水氾濫も起こって

いる。家周りの溝の排水なども

確認を。 

出典：写真が語るー猪名川今むかし NPO法人川西再発見・流域ネット猪名川   参考：国土交通省 HP・猪名川河川事務所 HP 

昭和 42 年 7 月 9 日台風 7 号くずれの前線に

より 270 ㎜の雨が降る記録的豪雨となった。

降り続く雨で水位が上がり午後 7 時に避難命

令、午後 9 時最明寺川堤防が 300ｍにわたっ

て決壊。南花屋敷 4 丁目を中心に大きな家屋

被害があった。川底掘削工事や堤防補強工事

が行われ、以降最明寺川は溢れていない。 

猪名川・最明寺川 

猪名川の支流である最明寺川・最明寺川の支

流である寺畑前川はともに本流の猪名川の影響

を大きく受ける。猪名川は上流・山間部は川幅が

狭く急流で、中流は川が蛇行しているため度々

洪水が起こり暴れ川といわれていた。昭和 13年

7月の「阪神大水害」をきっかけに河川の改修な

どが進められ、昭和 57年には一庫ダムが完成。

今も改修は続けられ大きな被害は出にくくなっ

ている。 

昭和 28年台風 13号、昭和 35年台風 16号、

昭和 42 年 7 月豪雨、昭和 58 年台風 10 号など

は特に大きな出水で、川西市内・加茂小校区内と

もに大きな被害があった。 

自衛隊が災害派遣として 

堤防の修繕工事に出動 

昭和 58年 10月広報かわにし臨時号 

水 害 

現在の最明寺川 

決壊箇所修繕 
左奥に住友電工社宅 

校区内を流れる最明寺川・寺畑前川は過去に洪水による浸水被害がありました。 

気象庁 HPより 
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寺畑前川の近年の浸水被害 

寺畑前川調整池 

平成 22年完成。洪水対策として

東洋食品短期大学のグラウンド

地下に巨大なケーソン（貯留量

19,400㎥ 25mプール約 65個

分相当）が埋められている。 

大雨時、三支川合流部のすぐ、

左岸側ある横越流堰から地下水

路を通って調節池に水を貯留さ

せ、雨のピークが過ぎた後にポ

ンプで排水する。 

寺畑前川調整池 鳥瞰パース 

地域に長く住まれている方のお話 

「前川は大雨が降るとすぐあふれる

という記憶があるから、対策しても

らったといっても大雨が降るとドキ

ドキする」 

寺畑前川 
寺畑前川は普段は水位 30 ㎝程度で穏やかに流れる小

さな川だが、以前は大雨が降るとたびたび洪水被害が発

生していた。中でも平成 9年 8月の集中豪雨では 221戸

が床上・床下浸水するという大きな被害となった。 

平成 12年、学識経験者や水利組合、地域住民、行政関

係者等による「寺畑前川川づくり懇話会」が設立。10年

に 1 回程度の洪水を安全に流すことを目標に洪水対策が

進められ、現在すべての工事は完了し大きな浸水・道路

冠水等は発生していない。 

①下流の井堰を改築し、河床を切り下げ、段差を解消。 

②川底を約７０ｃｍ切り下げて、河川の断面を拡大。 

③調節池と横越流堰を設け、洪水を一時的に貯留させる。 

 

平成 9年 7月 13日 

平常時の寺畑前川 

80代の方から 

「雲雀丘の駅に行くのに、昔は大雨が降ったら最明寺川の向こ

うはみんな池みたいになってしまって、仕方ないからスカート

を持ち上げてザブザブ歩いていってましたね」。当時は最明寺川

の北側は阪急の線路まですべて麦畑で所々にヒバリがいてさえ

ずっていたのだとか（自治会名の由来）。 

いざ災害が起こった時どうするのか。 

家族とはどうやって連絡を取るのか。どこを集合場所にするのか。 

どこに避難すればいいのか。 

※現在コロナ禍であり一番に開くのは小学校になるが、定員の問題や体

育館が 3階であることなど検討課題あり 

まずは自助、そして共助、最後に公助といわれる。 

備え方は人それぞれ違うもの。 

いざというとき頼れる近所の人がいれば心強いと思いませんか？ 

普段からつながりのあるまちは災害にも強く安心なまち。 

令和 4年 2月作成 

平成 26年 8月豪雨の際最大容量 19,400㎥

を貯留し水位を約 60cm低下させた。 

出典：宝塚土木事務所発行 MY TOWN 伊丹・宝塚・川西・猪名川 2006年 vol.5    参考：国土交通省 HP・兵庫県 HP 

対
策 


